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長
和
荘

め
領

右
関
係

の
受
涯

一
荘
園
時
代

一

０
歓
喜
光
院
類

島

羽
上
肇
　
　
　
近
篠
鷲

塁
　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

難

元
お
乱

み
原
総
　
所
鍾

■

■
■

■
再

得

干

（
識
轟

一　
　
一妻
露

土

Ｌ
む

．

‥

歎
喜
光
院

ｒｉ
菌
〓
建
主

，
西
行

み
出
宝
´

◎

へ
栄
践
誠

鳥
羽
上
裏
　
　
　
　
）す
内
織

■

一
応

課
元
手
上

英
・
．

人
条
餃
号

，
饉
撃

春
隣
建
立

■
〓
撃

，
元
嚇
元
年

．
異
編
門

業
福
蘭
競
　
　
　
陶
轟
去

，
ム
粂
隣
銀

と
な
る

一
長
講
堂
領

と
並

ふ
λ
碁
園

と
な

る

一
三
百

１１
十

ケ
晰

一

畿
春
華
調
院
機

餞
鳥
聯
■

菫
　
　
幕

予
内
親
■

（
腫

憾
賢
轟

め
維
母

．
本
九
二
年

Ｆ
意
な

院
号
驚
下
　
れ
粂

院̈
の
橋
子

と
な
「

、

賞
統
門
院

Ｌ
子

ミ
条
院
斃
去
後
継
承

（
錢

麟
賛
年

調

一
二

一
一
）
薄
じ
後
鳥
驚
上
豊
が

全
部
讐
銀

０
順

徳
天
戴
鍾

驀
華
間
院

な
わ
ず
か
五

ケ
翼

■
擬
ま

（
建

矮
た
ヤ

ーー

一
■

一
一
　

ｉ
ｔ
晨

一
．
製

摯
弗
鍵
徳

天
難
が
難
章

，
資
島
聯

上
豊
全
撻

警
傾

⑤
幕

府
撻

感

上

白
鶯

一
Ｉ
キ

ーー

一　
・
―
三

一
）
●
■
豊

遠
島

．
塁
女
銀
は

一
時

、
幕

府
領

◎
性
高
彙
院

繹

高
着
鷲
豊
　
　
　
守

貞
親

五

一
後
高
倉
購

）

綺
握

驚
天
皇
　
後

鳥
覇
上
星
管
領

轟
所
候
を
後
高
な
詭
紅
譲

一
撃
久

崚
千
　
　
　
一嵐
〓

）

「
自
難
東
被

進
後
高
奮
院

へ
条
院

御
遺
撻

．
御
願

寺
庄

々
等

轟
録

」
に

は

、
書
分
讐
領

社

十
九

ヶ
溝
１１

下

．
■

一
粂

に
渡

↓′
て
書
か
れ
て

い
４
　

長

灘
荘

ほ
歓
喜
光
洗
押

一
１

・
一
年
耗

∴
中

に

，
一
一
て

い
る

○

安

嘉

疑

院

鍾

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

′

婆
事

言
院

　
　
　
∵
専
門
競

（
葬

子
薦
親

王

）
貞

応

Ｉ
キ

一
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ

）
継

撃
　
後
掘
湾
即
注
に
よ

っ
て
准
母

み
義

北
白
河
眺
鏡
弯
■
　
　
　
　
　
に

■ヽ

（^

Ｏ
亀
由
天
皇

譲
　
　
弘

妻
六

青

｛
一
．

れ
三

）
、
安
嘉
両
院
亮

去

、
亀
畿
難
重
　
島
藻

■
蒙

み
拡
大
方
針

に
よ

一，
″
ヽ
、

後
握
河

天
皇

め
皇
女
室

覇
院

命
所
領
を

、
炊
見

天
皇

（
持
明
院
鏡

）
と
争

■
。
こ
れ
を

抽
ャ
Ｌ

一
・

所
響
を
増

や
き
た
が

、
崎

■
ほ
深
第
化
し

た

０
彙

明
親

Ｉ
諄

亀
羹
天
皇

の
豊
子

一
接
事
多

壽
製
母
弟

）
．
嘉

九
二
年

一
一
二
準
五

一
亀
濃
覇
資

●
と
き
所
領
を

十

一
分
肇

し
そ

め

一
を
継
承
十
　

一ど、
昴
な
か
に

「
歓

喜
光
践

駐
雪
奢
Ｆ

，，
ふ
↓

①
躍
慶
門
院
響

亀
畿
崩

癬
後

，
餞
芋
多
鷲
里
壺
鏡
管
領
す
　

歎
喜
光
統
領

は
ま

奪

ｉ
舞

め
認
慶
肇
院
緩

と
な
み

父
亀
曲

め
籠
愛
第

一
で

．
麟

寓
期
端
殿
を
受
け

、
無
襲
醐

轟
第

二
豊

千
世
良
親

■
を
養

育
十

１
興

書
鏡
置

嘉

鷲
四
年

（
一
ｌｉ

●
ｔ

）
略
嚢
門

読
御
領

目
録

に

，
製
書
鏡
領
と
し

て

¨
菫
高
肇
麟
彗
餞

騰

後
圏
長
利
護

．
墨
醐
　
津

本
瑯

（
援

下
十
六

ケ
淋

略

）
」
興

書
院

転
歓
喜
光

識

の
末

寺

■

．
押

書
銭

め
難
精
誘
と

な

っ
て

い
た

，
法
華
豊

ほ
後

高
景
観

め
盤
寺

で
あ

摯
●

悲
闘
詭

は
■
ヽ
ハ
ｔ
配

■

に
轟

っ
た
．
爾
続
遼
■

一
¨
∴

一
七

）
”

後

、
人
電
寺
統

の
領
地

は
次
第

ほ
お
散
―

で
ネ
た

ふ
輩

爾
銭
額
　
　
　
一則
轟

御
舞
撮

命
如

く
ぷ

解
鰐

命
鸞
議
す
ふ
ｔ
ｉ
為
■
轟

「
な
が

，
両
統
和
華
畿

な
悲

群
隣

壽
所

護

と
な

一
た

①



的
場
山
城
跡

福
山
市
瀬
戸
町
長
和

福
山
市
街
の
南
西
部
、
芦
田
川
西
岸
に
国
宝
五
重
塔
を
も
つ
明
三

院
が
あ
る
。
そ
の
裏
山
々
塊
の
南
西
の
尾
根
の
末
端
、
ち
ょ
，
ど
東

麓
の
明
二
院
と
は
対
照
的
に
、
南
西
の
位
置
に
的
場
山
が
あ
る
。

標
高
六
十
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
と
、
そ
の
麓

一
帯
三
百
メ
ー
ト
ル
に

亘

っ
て
城
跡
が
存
在
し
て
い
る
。
県
道
福
山
熊
野
線
の
沿
線
高
浦
集

落
の
東
側
に
あ
る
山
頂
か
ら
、
低
い
尾
根
が
南
醸
に
の
び
瀬
戸
川
の

平
地

へ
角
状
に
突
き
出
て
い
る
。
こ
の
城
の
特
質
は
居
館

（土
居
）

部
分
と
、
山
城
部
分
が
連
続
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
尾
根
部
分
百

五
十
メ
ー
ト
ル
が
山
城
で
、
角
状
に
突
き
出
た
丘
尾
百
五
十
メ
ー
ト

ル
が
土
居
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
伝
承
、
構
築
の
精
素
、
付
近
の
地

名
な
ど
か
ら
み
て
、
中
世
初
期
の
土
豪
居
館
が
先
行
し
、
そ
れ
に
付

随
し
て
山
城
が
後
か
ら
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

山
城
部
分
は
標
高
六
十
数
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
の
く
び
れ
部
に
巾
十

メ
ー
ト
ル
の
空
堀
を
掘
り
、
西
端
は
堅
堀
ど
し
て
尾
根
を
切
断
し
て

い
る
。
主
郭
の
①
曲
輪
は
南
北
三
五
メ
ー
ト
ル
、
東
西
二
五
メ
ー
ト

ル
の
長
方
形
で
あ
る
が
、
北
半
分
が
く
び
れ
い
わ
ゆ
る
楔
形
に
な

っ

て
い
る
。
後
世
耕
地
に
転
用
さ
れ
た
の
で
、
境
界
線
と
し
て
の
溝
状

的場山城略側図 1/2500

の
窪
地
が
あ
る
の
み
で
、
土
塁
や
櫓
台
な
ど
の
跡
は
不
明
で
あ
る
。

②
曲
輪
は
東
西
二
五
幅
数
メ
ー
ト
ル
の
帯
状
で
、
①
曲
輸
の
南
面
に
、

③
曲
輪
は
尾
根
部
に
長
さ
四
十
、
幅
数
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
で
漸
次

き
が

っ
て
い
る
が
、
南
端
は
幅
二
十
メ
ー
ト
ル
と
広
が

っ
て
い
る
。

０
曲
輪
は
０
曲
輪
の
東
南
隅
を
長
さ
三
十
数
メ
ー
ト
ル
、
幅
数
メ
ー

ト
ル
で
、
釣
針
状
に
囲

っ
て
い
る
。
こ
の
辺
は
か
な
り
崩
れ
南
縁
の

段
差
な
ど
は
良
く
判
ら
な
い
。
③
曲
輸
は
耕
地
跡
で
曲
輸
と
断
定
し

に
く
い
程
で
あ
る
が
、
緩
傾
斜
の
谷
で
あ
り
、
東
方
の
丘
に
墓
地
と

山
道
が
あ
る
地
形
か
ら
み
て
、
何
ら
か
の
施
設
が
考
え
ら
れ
る
。

（０
由
輪
は
東
西
三
十
、
南
北
十
メ
ー
ト
ル
の
長
三
角
形
で
、
①
曲
輪

と
ど
う
違

っ
て
い
た
か
不
明
で
あ
り
、
こ
の
曲
輪
の
東
南
隅
に
三
角

状
の
小
曲
輪
０
が
あ
る
。
こ
の
⑥
ｘ①
曲
輪
が
山
城
部
分
の
南
端
で
、

南
北
に

一
直
線
の
連
郭
式
の
縄
張
り
で
、
比
高
差
は
約
三
十
メ
ー
ト

ル
あ
る
が
、
構
造
は
単
純
で
あ
る
。
◎
Ｏ
曲
輪
の
南
縁
が
幅
数
メ
ー

ト
ル
、
長
さ
四
十
メ
ー
ト
ル
の
堀
切
に
よ
っ
て
、
深
さ
五
メ
ー
ト
ル

の
空
堀
に
な
っ
て
お
り
、
尾
根
を
完
全
に
切
断
し
て
い
る
。
こ
の
空

堀
は
後
世
の
里
道
で
長
和
本
道
と
し
て
、
猪
子
谷
に
通
ず
る
街
道
に

な

っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
南
が
居
館
部
分
で
、
こ
の
区
域
は
東
半
分

の
五
十
に
六
十
メ
ー
ト
ル
の
方
形
部
と
西
半
分
の
幅
二
十
メ
ー
ト

ル
、
東
西
の
長
さ
百
メ
ー
ト
ル
の
角
状
部
分
に
分
か
れ
る
が
、
こ
の

南より見た的場山城跡 (左の竹林が館跡・右手が山城)
②



城
跡
で
こ
の
居
館
部
分
が
先
行
し
、
玉ヽ
体
を
な
し
た
と
考
え
ら
れ
る

の
は

①
城
主
長
和
弾
正
左
衛
門
友
宗
が
古
代
吉
備
海
部
直
の
子
孫
で
、
平

氏
に
従

っ
て
八

（屋
）
島
、
檀
ノ
浦
で
戦
い
戦
死
し
た
と
伝
え
て
い

る
。
西
国
武
士
が
平
氏
に
従

っ
て
没
落
し
た

一
般
的
事
実
の
な
か
で
、

そ
の
後
に
然
る
べ
き
名
を
伝
え
て
い
な
い
だ
け
に
、
現
実
味
を
お
び

て
く
る
。
既
に
平
安
末
期
か
ら
大
名
簿
堵
が
、
居
館
を
構
え
て
、
次

第
に
土
豪
化
す
る
こ
と
は
、
宇
津
保
物
語
に
紀
伊
国
〓
楼
郡
の
甘
南

備
種
松
の
居
館
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
種
松
の
国
画
八
丁
と
い

う
に
は
及
ば
な

い
に
し
て
も
、
角
状
に
突
出
し
た
中
部
分
を
加
え
る

と
悠
に
四
面
四
丁
に
及
び
、
住
居
、
倉
、
事
務
所
、
作
業
所
、
疑
、

下
人
部
屋
な
ど
を
も

つ
、
総
合
飾
な
居
館
の
広
さ
と
言
え
よ
う
。

②
付
近
の
地
名
の
う
ち
、
馬
蹄
形
に
湾
入
し
た
北
曇
の
平
地

（阿
引

谷
）
を
挟
ん
で
北
方
二
百
メ
ー
ト
ル
の
丘

一
帯
を
土
井
端

（ド
イ
バ

タ
）
と
よ
び
、
上
方
の
豪
の
中
に

「
デ
ミ
七
屋
敷
」
の
地
名
を
伝
え
、

村
曲
輪
の
東
前
面
に
的
場
の
麗
号
と
　
曲
輪
の
南
方
に

「
カ
ジ
ヤ
」

の
地
名
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
付
近

一
帯
が
、
居
館

（土
居
）
を
中
心
に
政
治
、
経
済
の
中
核
地
域
で
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

に
二
十
五
に
五
メ
ー
ト
ル
の
●
曲
輪
と
並
ん
で
い
る
‐
こ
れ
ら
は
後

世
に
屋
敷
造
成
の
た
め
削
平
さ
れ
て
い
る
の
で
、
原
形
は
分
か
ら
な

い
が
、
お
そ
ら
く
こ
こ
ま
で
は
、
比
高
十
メ
ー
ト
ル
の
微
高
地
に
、

五
十
メ
ー
ト
ル
に
六
十
メ
ー
ト
ル
の
典
墾
的
な
方
形
館
で
あ

っ
た
と

思
わ
れ
る
。
●
曲
輪
を
後
世
、
大
門
屋
敷
と
呼
ん
で
お
り
、
古
老
の

言
に
よ
れ
ば
＜へ‐
曲
輪
の

・
東
端
か
ら
上
が
っ
て
、
西
の
空
壕
に
行
く
道

が
あ

っ
た
と
の
こ
と
な
の
で
、
南
の
正
面
に
大
手
間
が
あ

っ
た
と
お

も
わ
れ
る
。
＜ユ
曲
輪
の
西
側
に
東
西
百
メ
ー
ト
ル
の
角
状
に
賽
き
出

た
い
け
曲
輪
は
、
幅
二
十
メ
ー
ト
ル
位
で
瀬
次
狭
ま

っ
て
幹
る
。
全

面
崎
に
耕
地
化
し
て
い
る
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
も

つ
と
幅
が
広
く

て
二
段
に
な

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
北
隅
に
祀

つ
て

あ
る
数
基
の
五
輪
塔
、
宝
筐
印
塔
が
出
た
り
、
轡
地
点
か
ら
陶
器
片

が
出
た
な
ど
伝
え
て
い
る
の
で
、
付
属
地
と
し
て
多
様
に
使
わ
れ
て

い
た
デ
ヽ
ろ

つヽ
。

こ
の
城
跡
に
つ
い
て
の
確
た
る
史
料
は
な
い
。
長
和
弾
正
の
八
世

の
子
孫
、
讃
岐
守
宗
正

（渡
辺
の
臣
）
や

一
族
が
別
所
域
そ
の
他
に

基
を
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
時
々
に
小
主
豪
が
そ
れ
な
わ
の
居
館
を

っ
く
り
、
在
地
名
を
名
乗

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
山
城
、
居

館
址
は
商
北
朝
、
戦
園
期
を
通
じ
て
備
南
０
政
治
、・
経
済
の
中
核
地

③
こ
の
南
方
の
谷
の
地
名
が
比
治
屋
谷
で
あ
る
が
、
「
ヒ
ジ
」
と
い

う
語
は
、
水
を
含
ん
だ
上
つ
ま
り

「泥
」
を
表
し
て
い
る
。
平
地
の

中
央
部
が
瀬
戸
―――
の
氾
濫
原
で
、
不
安
定
な
砂
質
の
上
壌
の
中
で
、

早
く
か
ら
上
質
の

「
ヒ
ジ
」
を
も
つ
安
定
し
た
耕
地
を
示
す
地
名
で

ふ
Ｖ
Ｏ
。

命
）居
館
と
山
城
の
間
に
巨
大
な
空
堀
を

つ
く
り
、
連
絡
が
困
難
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
曲
城
が
出
現
す
る
以
前
に
、
土

豪
の
城
館
が
あ

っ
た
と
み
る
条
件
は
機

っ
て
い
る
。

居
館
部
の
中
曲
輪
は
二
五
に
十
五
メ
ー
ト
ル
の
変
形
方
形
、
口
曲

輸
は
十
と
二
五
メ
ー
ト
ル
の
直
角
三
角
形
を
な
し
、
そ
の
南
端
が
内

曲
輸
に
続
い
て
い
る
。
綺
曲
輸
は
二
十
と
十
数
メ
ー
ト
ル
の
方
形
で
、

東
南
端
が
円
形
に
張
り
出
し
て
い
る
。
‘■
曲
輸
は
“
押
‐ノ、
曲
輪
を
圏

む
よ
う
に
湾
曲
し
、
両
端
が
ひ
ろ
が
り
東
蟻
は
二
十
に
十
五
メ
ー
ト

ル
、
西
瑞
は
三
十
に
十
五
メ
ー
ト
ル
の
、
い
ず
れ
も
変
形
し
た
方
形

で
こ
の
間
は
帯
状
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
二
段
に
な

っ
て
い
た

も
の
だ
ろ
う
。
西
端
広
場
の
西
北
の
縁
に
、
幅
五
、
長
さ
十
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
数
十
七
ン
チ
の
土
塁
跡
が
あ
り
、
西
縁
に
は
幅
三
、
長
さ

十
二
、
深
き

一
メ
ー
ト
ル
の
空
壕
が
あ
り
、
武
家
屋
敷
の
面
影
を
残

し
て
い
る
。
「
曲
輪
の
東
南
に
四
十
に
十
メ
ー
ト
ル
の
国
曲
輪
、
西

で
あ

っ
た
輌
、
長
和
庄
、
草
戸
の
中
心
地
と
い
う
位
置
か
ら
み
て
、

す
地
持
が

一
時
的
に
保
持
し
た
も
の
と
は
違
う
よ
う
に
思
え
る
。
承

久
の
乱
江
守
護
、
地
頭
と
し
て
入
部
し
た
長
井
氏
系
図
に
も
、
初
代

時
広
の
第
六
十

（
五
郎
）
泰
経
が
長
和
を
称
し
た
記
録
は
あ
る
が
、

そ
の
後
は
不
明
で
あ
る
。
地
理
的
条
件
や
規
模
か
ら
み
で
、
長
和
荘

の
支
配
、
革
戸
市
場
の
監
視
、
警
備
の
拠
点
、
あ
る
い
は
応
仁
の
乱

に
北
備
の
西
軍
が
乱
入
し
、
こ
れ
に
応
じ
て
守
護
山
名
是
豊
が
、
二

度
に
わ
た

っ
て
西
下
し
て
戦

っ
た
な
ど
の
動
乱
の
歴
史
の
舞
台
に
も

な

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（轟
内
博
都
）

《
参
考
文
献
》

濯
隈
群
誌

格
轟
市
史

広
島
県
の
地
名

（平
凡
社
）

長
和
荘
に
つ
い
て

一小
林
定
市
）

③



こ
れ
は
権
物

の
所
。

こ
た
ち
五
十
人
証

り
、
好
の
子
共
、
冊
人
語
リ
ゲ
，
。
≡
き
一に
圧

に
身

き
て
、

一
【
」
は
プ

¨
け
」
】
い
げ

一
一
わ
れ
一
け
ぼ
け
｝

け
ヽ
′ヽ
女
一
串
一
一
い
］
〕
十
人
ば
か
り
あ
り
て
ヽ

色

こ
の
も
の
張

り
た
な
）

こ
れ
は
ゃ
庸
り
の
所
。
〓
，́コ
き
二
た
ち
、　
ＩＨ．Ｔ
全
計
り
Ｌ
写
」
、　
色

′々
の
協
協
梃
へ
り
。
　
　
ル
二

黎
い
一
「
』
」
「
″
司し
ぽ
も
Ｆ
十
ば
か
わ看
ロリ
う
が
ど
も
毎
鴛
”
百
人
ば
か
り
一
げ
を
、
午
特
の
　
）́れ
は
経
の
所
ｃ
ン
た
ち
置
ぽ
か
り
が
て
ヽ
ポ
幕
ば
り
縫
せ
な
ど
、
手
優
に
す
「
繊
物
の
紀
、
社
の

「
一
］
げ
け
一
」
¨
”
］
け
一
］
一
椰
¨
〓
』
螂
れ
一
一
¨
〔
峰
】
一
」
「
い
れ
れ
な
「
に
選
十

人
、ぉ盤
四
人
、
〈す↓
仕
四
人
あ
り
。

こ
れ
は
、
餃
彙
。
，）彙
戸

靴
般
べヽ
町
じ
疵
デ
イヽ

お
デヽ
年

ぬ
し
の
お
も
の
健
ぐ
。
件
簾
一
所
ゲ
Ｆ

、け」「】【』〓一いっ螂【嘲］̈
『刺ツ」』〕げてヽだ・帥はす。■雌ｒヽ
階十ばかり

』̈

・
た
。
。́）
増
」
マ

′
１
マ
十
ど
も
十
五
ば
か
り
、
き
ぬ
春
与
）
っ

ゝ
、　
一な
ら
べ
て
「
川
ふ
。　
　
九

」「』げ』刊ｒ剌痺い』剃一］̈
一一ｒ一ヽ［一中̈
向け↓一【一」「口一̈
雌中』

も
ヽ
ぼ
だ

・ヽ
プ
ぼ
跳
持も
た
せ
て
、
餌
麒

り
０
一け
た
り
。二
階
、↓
ぽ
鶴

四
た
イ
た
り
。
鮮
、↓
ぽ
ヽ
女
ど

も
八
人
た
手
テ
、
米
枯
げ
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
３

な
ど
そ
淋
し
て
ヽ
だ
鮮
ヽ
覆
歴
ヽ
薦
子ご
、
錐
先
、
（潔
〉ヽ
山
、
都
、
〈堰
〉ヽ
Ｌ
を
ｒ
し
て
ｒ
離
す
＾

尾
道
二
谷

屋
敷

し　
　ヽ
　
　
　
・
，　
テ
郎
・　
・・　　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ｏ
キ
　
　
　
　
か
ｏ
こ”
・三
沖
障
ｒ̈
押
つ
・」
ヒ
　
´
つヽ０
「罫
螂
一
ｒ̈
■一　
′ヽ・｝”
¨
」
オ̈讐
」や
・ヽ
一斗ｔ
´
、、

仕
女
、

〈皆
二
裡
著
で
あ
り
（
友
著

た
る
男
、　
一

お
も
の
う
く
↓
上
の
仰
＝
の
に
、
ま
す
か
へ
し
の
オ
も
の
三
と
、
ぬ
し
の
御
肝
だ
か
う
ヽ
た
‐′ヽの

お
も
の
■
斗
〉五
せ
う
と
１
つく
。

こ
れ
ｔ
、
注
此
ｏ
十
７
た
る
ば
か
り
の
肝
世
庁
か
つ
ケ
ヱ
て
、
薄
ど
つ
た
，
ｏ
酔
、小
ｔ
｝痛
批
一

離
じ
こ
と
し
た
，
モ
躍
肝
な
ど
も
あ
り
。

ｔ
れ
は
、
権
払
所
ｃ
紺
一
三
十
人
ば
か
リ
ギ
て
一
｝
に
い
一
一
呻
な
け
じ モ
」
臓
一
「
」
一
¨
颯
い

指
ど
も
な
・）ヽ
色
ノ，に
慣
る
ｏ
〕
藝
師
ど
も
ギ
・

な
ふ
。
経
静
二
て
、
海
帥
み
な
ど
す
。

オt    ゝ    ヽ   ゝ

は    ハ
9  
は    |[

益it聴
:当

曇l二 ｀
υノ   It γ  百 ■

こ八 ル子  °し 1カ :
た ‐°' 銀よ食く8
ち 機1｀“ヘ

丈 箕:基 i 
牲

許1多な の
1

り く 戯段分6｀ た 冶ち
女 て  目´
ゴ てヽ人
ど  
｀
 11lf

も 鷺1寺“り
刊・ 手て キ

S

人 廿  て
許1人  

｀

ゥ 許f菖な｀
   り   ')つ
大な キ“ も
なき た の
る  り  ｀

鼎な ° 馬首
ヨ

た
へ 色  

｀

を、あ 本
′

染i動 ' tllァ
:卓 : ど 1■ t
色 も 等:
ミ  ズ贅 |卜 :
に  し る
煮・
     

°

す  こ  こ  ―
°   `   ヽ  オし
ハ讐 ハい は

撃]6〒 夕:1[
の
´
の  1`」 |

1::::::|し

`の
  こ  

゛

ぬ た 男〃
3

し ち どこ

甘 言lil

ふ :ゴ:』:兵
111事it

勇,・ξが
ど二 中 の_

書 : ξ
「

令∫
Э
l・

ニ
ク
  ≦ょ
 ヽ     カヽ

1カ    :ti
し、     1■■
Fl        ■

:     晏:

る
。
一耐
”ど
ム
ヽ
人
寧
ニ
ー
炉
ヱ
て
、
手
征
に
物
ど
も
」だ
メ
γ
た
り
。
臨
ど
も
‐・
　ヽ
好
の
一，
ど
ム
）デ

リ
た
ち
て
、
染
卓
洗

へ
り
。

的
場
山
城
　
長
和
弾
正
左
衛
門
尉
友
宗
　
　
吉
備
海
部
直
之
子
孫

，
世

々

（
名
欠

）
此
所

に
居
住
す

。
友
宗

は
平
氏

に

に
従
う

。
元
暦
元
年

（
一

一
人

四

）
八
島
合
戦

に
高
名
し

，
壇

の
浦
に

て
戦

死
と
云

．

石
淵
城
　
　
長
和
議
岐
守
宗

政

（
一
作
宗

正

）

　

友
宗
八
世

の
孫

．
山

田
渡

辺
氏

に
従

い
，
永
正

七
年

（
一
五

一
〇

三
谷

二
郎
直
寅

と
戦

い
没
落
す

。

栗
田
城
　
　
長
和
清
二
郎
宗
利

，
　

宗

正
舎
弟

，
兄
宗

正
と
供

に
戦

死
す

。
其
男
遁
れ

て
防
州

に
趣

き

，
大
内
家

に
頼

り

，
山

口
に
居
住
す

と
そ

。

一琳制評
婁
「嗅制
中『時』制
「躍
れ̈
貯しヽ
初め片山城に電
、

別
所
城
　
地
頭
分
に
あ
り
。
山
頂
な
り
。

三
谷
豊
前
守
直
義
　
一
本
久
景
．
杉
原
盛
重
の
父
匡
信
の
合
弟
に
て
三
鉛
郡
三
谷
村
に
住
し
て
三
谷
ざ
改
む
ざ
、
毛
利
の

旗
下
に
属
し
其
子
豊
揃
守
直
重
天
正
年
中
浸
落
す
Ｓ
、
尾
道
浄
土
寺
前
に
三
谷
屋
敷
あ
り
、
直
重
嘗
寺
の
観
音
を
信
仰
し

暫
ら
く
此
扉
に
住
す
ざ
。
（
人
物
志
一一一谷
氏
参
照
）

西
備
名
■
に
曰
く
´́●
二
谷
■
の
―事
跡
船
，
のヽ
観
わ
れ
ざ
ヽ
一
本
■
費
詢
守
は
山
名
家
よ
り
出
て
三
谷
部
に
住
ι
依
つ
て
氏
〓
す
せ
い
ふ
説

家
絡
Ｌ
付
合
せ
ｏ，
。
ス
，
士
キ
前
に
層
性
の
事
尾
道
に
は
言
ひ
停

へ
す
ぜ
雖
も
被
観
音
冥
感
あ
リ
ー
）事
其
家
に
博
ふ
．
子
孫
に
至
り
て
も

世
々
彼
殷
音
た
信

〓
、
故
ｒ
■
層
の
比
に
１
，議
瑞
あ
り
、
或
時
此
寺
に
詰
で
し
に
岳
路
を
迷
ふ
て
寺
後
の
出
に
よ
り
、
往
還
に
出
＾́
る
に

逸
　
異
缶
あ
い
「
輩

点
〓
扇
千
〓
場
ふ
、
英
人
数
千
あ
い

一
子
に
出
家
し
て
此
珠
数
を
憾
ふ
、
一
子
に
稲
山
に
移
う
易
子
を
博

へ
繁
昌
‘

●
′、
叉
椰
手
に
も
千
孫
移
リ
イ、権
機
て
り
」
せ
、
三
谷
系
圏
―■
に
節
吉
の
事
ｔ
な
す
、
珠
数
は
現
に
鵜
成
寺
に
明
子
１■
浄
土
春
に
あ
り
。

藤
井
毬
登
守
入
者
一精
玄

　

西
甫
名
匡
に
皓
，
を
以
て
別
所
城
三
谷
の
次
に
掲
ぐ
。
皓
立
は
神
邊
城
主
由
名
氏
政
の
臣
な

る
が
常
時
止
巧
に
―１１
せ
し
も
の
■
、
子
喜
水
野
家
に
仕
へ
し
が
後
浪
人
し
て
所
々
に
住
す
。
（人
物
志
古
城
ｔ
藤
井
氏
参
照
）

的
規
山
城
　
字
長
「
Ｆ」
在
て，
、
下上
七
十
の
背
嶺
な
り
。

長
和
憚
正
た
、衛
月
ヶ
、宗

　

一
木
吉
備
海
部
商
の
末
孫
世
力
此
地
に
位
す
、
友
宗
は
李
氏
に
従
ひ
元
暦
元
年
屋
島
合
戦
に

高
名
し
壇
ノ
浦
に
て
討
死
す
、
八
世
の
孫
講
岐
守
宗
正
は
渡
迷
越
中
守
幕
下
に
属
し
別
所
城
を
保
ち
し
が
永
正
七
年
三
書

直
賓
の
鴛
め
亡
ム
さ
れ
弟
清
三
郎
宗
利
ざ
共
に
討
死
す
、
宗
刊
男

一
人
よ
内
に
仕

へ
子
孫
山
口
に
住
す
ざ
。

石
淵
城
　
長
和
】Ｌ
在
●
ｂ

長
和
讃
岐
守
碁
葦
上
　
一
時
此
城
に
住
す
。
弟
宗
利
は
同
村
粟
鵬
城
に
撼
る
、ヽ
も

討壇
死の
浦
l■

絶
鮮
一　
コ
レ
（
、

廻
り
て
あ
り

作

ラ

ヽ
４
ミ̈

④



年癬
郡
三

谷

氏

瀬
」″
片
海
城
き
一　
三
谷
氏
は
講
憚
涯
々
に
二
う
考
定
頗
る
難
く
、
三
谷
票
譜
に
は
杉
原
氏
ざ
な
し
，
三
鉾
郡
三
谷
村
に
移

つ
て
三
年
じ
改
稗
す
ε
、
然
れ
共
、
三
容
氏
の
郷
醤
は
三
鉢
群
に
て
杉
票
氏
は
後
に
其
家
を
襲
ぎ
し
も
な
の
ら
ん
か
。

一二
谷
的
・一講
守
患
政
一　
蔽
成
寺
縁
起
に
記
す
所
、
名
は
八
良
太
郎
、
建
武
の
乱
足
利
３
氏
の
旗
下
に
在
つ
て
功
あ
り
．

三
谷
二
郎
具
賞
　
一
木
吉
載
識
―■
筆
琳
一勢
二
、熙
氏
‘ぞ
伐
つ
て
常
構
を
報
じ
彗
め
て
片
曲
城
】ｔ｝撼
〓
ヾヽ

扁
成
奉
”縁
起
に

見
ゆ
る
三
歳
の
小
兄
云
々
は
武
の
二
貧
の
事
か
、
式
は
三
得
漂
六
が
即
ち
此
の
人
か
制
明
し
難
し
、
一基
員
義
（
久
景
″が
三

歳
の
小
兄
曇
々
に
常
る
や
う
な
り
、
今
督
れ
ゞ
も
定
め
難
し
。
　
　
　
　
・

三
谷
豊
繭
守
直
難
ｒ

一
本
久
景
、
‥‥；
手
鉄
由
式
主
杉
原
置
信
の
弟
な
り
ざ
、
黙
ら
ば
出
で
ヽ
三
谷
雄
を
緩
ぎ
し
も
の
な
ら

ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ゃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

革
谷
系
諸
１１
．
文
亀
年
中
改
北
し
て
三
籍
露
二
谷
稽
Ｌ
選
き
、
其
時
歓
‐１
取
書
れ
栞
き
谷
の
蔦
葛
の
中
に
な
ぴ
筵
き
命
を
通
れ
た
り
、
共

一一一中中一輌一］一一｝けい一一一一［一̈一̈，中申舞ぃ暉］「『』睛申」に事鰤』静０年卿」』がい嘲串蒔申

同
村
山
の
内
に
工
兵
徹
の
鐘
守
紳
心
り
・

三
谷
治
郎
入
通
轟
齋

直
義
の
弟
、
革
戸
渡
選
出
雲
守
の
後
主
、延
徳
よ
り
文
亀
ま
で
、欲
波
計
一」
落
長
幕
片
薦
城
に
入
る

三
谷
豊
前
守
裔
言
一
直
義
の
嫡
千
、
父
地
頭
分
に
韓
ぜ
し
時
直
重
は
尾
道
丹
邊
（丹
下
か
）
に
居
り
し
が
後
安
邦
郡
三
谷
村

本
野
曲
城
主
ざ
な
る
、
其
後
地
頭
分
に
入
り
石
濃
城
主
ざ
な
る
。直
重
死
亡
子
な
く
杉
票
盛
菫
の
三
子
景
保
入
つ
て
纏
ぐ
ｏ

三
谷
少
輔
五
郎
重
信
一
杉
漂
播
摩
守
盛
重
の
三
男
景
供
入
つ
て
直
重
の
名
跡
を
推
ぎ
重
信
さ
改
名
す
．
室
は
御
調
郡
美
生

村
小
童
山
城
澁
川
方
衛
門
残
義
光
の
女
な
り
ざ
、
嫡
子
重
吉
は
尾
道
尾
崎
に
住
し
浄
上
寺
を
崇
昇
す
ｏ

〓
谷
系
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福
居

八
幡
宮

，
承
和
元
年
奉
勧
請
男
山

八
幡
富
也

，
長

和
村

．
草
戸
村

．
佐
波
村

．
水
呑
村
此

四
ケ
村
之
氏

神
也

，
神

輿
三
体

．
社
僧
三

ケ
寺

．
社
人
十

二
人

，
神
子
八
人
有
之

，
社
領
五
十
貫

，
至
山
名
氏
再
興

其
後
及
毛

利
家

．
天
二
年
中
義
昭
将
軍
又
再
興

ス
．
社
領
同
前

，
慶

長

二
年
八
月
十

八
日
義
昭

卒

ス
，
豊
臣
家
之

代
亦
社
領
如
古
来

，
至
福
島

左
衛
門
大
夫

，
没
収
之

，
依
是
末
社
悉

及
大
破
也

，
故

ヘ
ニ
本
社

及
拝
殿

長
大
明
神
社
到
予
今
残
ヽ

水
呑

八
幡
宮
分
離

。
永
禄
十
二
年

（
一
五
七
０

）
水
呑

．
瀬
戸
争
論

．
水
れ

の
人
神
体
を

奪

い
志
爾
原
梅
木

原

の
素
握

に
置
き

，
大
声

で
援
け
を
呼

ぶ

（
お
ら
び

八
幡

）
次

の
人

は
洗
谷

の

一
本
本

に
捨

て
る

。
そ

こ
に
水
香

八
幡
を
杷
ち

，
慶
安
年
中
現

在
地

に
移

す
．

一
二
、
潔

戸

村

村
職
八
幡
碑
祗
　
ｒ一ｔ
和
Ｉ
の
う
ｏ

口
削
前
の
宇
性
八
幡
す
よ
つ
分
業
せ
し
　
　
稲
井
八
幡
紳
晨
ざ
い
ふ
ｏ
一本
和
元
年

も
の
に
し
て
長
和
の
一喘
井
１１１
を
開
き
て
鋲

座
ギ
。
常
時
は
長
和
車
１１
佐
波
水
呑
四
郷
の
氏
‥”ｉｌｌ
に
し
て
晨
人
十
二
人
Ｉ
女
八

人
計
領
五
十
貫
あ
め
ｏ
水
呑
思
員
佐
波
草
戸
等
の
八
幡
載
は
ヽ
■
よ
り
分
霊
せ

し
も
の
な
り
。
日
ま
山
名
モ
利
時
代
領
主
の
信
仰
厚
か
り
し
か
、
慶
長
年
中
鷹

・　
島
え
衝
門
大
夫
の
時
に
至
り
就
領
を
沼
上
け
ら
れ
ｔ
た
め
計
殿
破
慶
せ
り
ｏ
野

層
三
年
揮
殿
再
建
、
願
王
民
部
太
夫
ざ
あ
る
は
貫
井
常
司
の
ｍ
な
り
，
現
今
は

長
和
地
頭

分
の
氏
神

に
し
て
明
治
二
十
五
年
保
存
毎
を
創

立
ナ
、
大
祭
は
陰
暦

八
月
十
五
日
に
し
て
三
体
の
紳
輿
渡
御
十

後
馬
場

に
於
て
流
鏑
矢
を
行

ふ
。
境
内

に
艮
椰
就
、祀
饉
就
あ
り
。
艮
紳
就
は
十
備
津
彦
の
荒
魂
を
祀
り

祀
肇
祗
は
貫
半

家
の
漿
を
祀
る
。
‐
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

村
甦
熊
野
紳
祗
　
官
峠
に
一の
０
。
祭
紳
は
伊
準
勝
箪
、
山
北
の
氏
紳
に
し
て
古

来
神
質
の
理
一高
し
ゞ
雖
、
元
藤
以
前
は
記
録
の
尋
ぬ
べ
き
も
の
な
し
。
元
礫
十

ｆ１１
九
月
耐
段
を
再
獲
せ
し
か
．
一早
和
三
年
五
＝
火
災
に
ｒ
ｌ
、
同
三
●
再
ｔ
す

導

へ
い

か
。
本
社
の
■
前
を
乗
馬
す
れ
ば
必
ホ
韓
藩
し
、
代
本
す
れ
ば
必
十
創

疵
を
受
け
、
理
料
ご
す
る
査
↓尿
を
織
ひ
行
く
が
引
き
不
澪
の
Ｉ
寃
あ
れ
ば
必
す
・

冥
罰
を
蒙
る
〓
て
村
人
恐
怖
し
、
計
名
を
改
種
し
、　
一
■
輩
蔵
静
■
ｊ́
し
■
式

の
祭
祀
佛
・行
ひ
し
か
伸
怒
―■
綺
れ
就
融
の
■
ｔ■
■
●
年
■
‐１
革
■
年
十‐‐‐
再
せ
し

再
び
菖
の
如
く
熊
野
抑
就
ゞ
爾
す
る
に
至
０
し
な
つ
ざ
〓
境
由
に
■
押
就
、
篭

紳
就
三
就
大
仙
紳
社
の
四
祗
あ
り
ｏ

市
重
文
　
　
ノ
ー

赤
坂

の
平
野
部

の

墳
丘
は
径
約
十

メ

握

の
た
め
明
ら
か

続
く
丘
陵
に
は

，

な

お

，
西
裾
に

■
】

‘―

島
″

‐――
四
士

り

括
呪
　
　

　

　

昭
和
三
十

八
年

四
月

五
目
指
定

赤
　
坂

　
町

　

一
　

番
　
組

北
縁
部

，
津
之
郷
町
加
屋

か
ら
南
に
派
生
す

る
丘
陵

の
先
端
部
に
構
築
さ
れ

た
古
墳

で
あ

る

．

―
ト

ル
の
円
墳

で

，
外
部
鐘
設

と
し

て
円
筒
埴
輪
を

二
重

に
め
ぐ
ら
し

て

い
る

．
内
部
主
体
は
未
発

で
な

い
。
周
囲
は
か
な
り
削
り
と
ら
れ

て

い
る
の
で

，
調
来

の
景
観
は
変
容
し

て

い
る
が

，
南

西
に

四
基

で
構
成
さ

れ
る
地
下
山
古

墳
群

が
存
在
し

て

い
た

．

は
相
輪
を
欠
く
が

，
室
町
期
と
考
え

ら
れ
る
宝
筐
印
塔

が
あ

る

．
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地

頭

分

真

言

宗

愚

案

施
無
畏
山

韓

輸

出

白

雲

山

の現
臓王
係院
t

■
１
■
Ｔ福

成

寺

，
　

不

載
寛

永
之

書

記

ｔ

福

成

寺

者

，
元

来

，
草

戸

村

明

王
院

二
住

ス

，
近

世

，
有

故

移

此

，
依

是

不

載

寛

永

十

六

年

之

寺

社

記

さ

一
二
、
瀬

　

戸

　

村

正
光
寺

銀
」
げ
綜
　

本
奪
は
観
世
舌
薔
薩
、
開
創
年
月
ｆ
詳
、
弘
化
四
年
十
月

同
寺
普
堵
中
興
。
文
久
三
年
七
月
戒
忍
再
典
。
天
保
年
間
全
焼
、
嘉
永
六
年
過

去
帳

一
勝
を
残
せ
し
の
み
に
て
暮
び
全
焼
、
本
堂
は
建
築
計
剖
中
、
庫
社
は
安

政
年
間
の
再
建
。
現
住
は
野
―――
宥
勝
、
檀
徒

一
〇
二
戸
。

一畷
成
二
守
眼
島
ぽ
綜
　

無
喜
・壽
院
ｉ
種
す
、
十

一
面
韻
世
番
を
本
傘
ざ
す
、
開
基

機
弘
法
人
師
ざ
い
へ
き
詳
な
Ｌ
〒
戦
園
時
代
三
谷
些
前
牛
再
興
す
、
元
和
年
間

水
野
勝
成
草
戸
明
王
院
住
麟
舜
意
を
営
寺
に
隠
居
せ
じ
め
、
明
王
院
ゞ
雨
十

一

寺
ざ
な
し
寄
淮
一す
る
所
多
ル
．
梵
鐘
は
寛
文
八
年
鋳
造
、
銘
に
願
主
三
谷
氏
華

慶
汗
讃
信
ｔ
、
理
性
樺
大
信
椰
舜
意
、
大
阿
閣
梨
法
部
嵯
大
倍
都
宥
仙
衆
上
人
　
一

ざ
あ
り
、
宥
仙
は
明
王
院
位
職
な
れ
ば
常
寺
ざ
明
王
院
ざ
同
寺
の
如
き
関
係
あ
り
し
も
の
ゝ
如
し
、
現
今
の
鐘
は
明
治
三

十

一
年
の
再
鑑
．
牛
鑓
は
貞
専
三
年
ざ
瓢
す
、
庭
園
の
邸
間
は
花
時
最
見
事
な
り
、
檀
徒
四
〇
戸
。

極
業
寺

耐
」
け
蒜
　

本
車
は
阿
頓
陀
如
来
、
天
正
五
丁
丑
年
の
開
創
に
し
て
開
山
は
法
蓬
薗
學
上
人
文
崇
大
和
衛
な
り
。

も
三
長
和
の
筒
井
に
あ
り
し
を
寛
永
十
二
年
第
四
世
覺
を
の
時
瀬
戸
池
創
築
の
た
め
理
位
置
た
る
山
北
へ
移
韓
す
ｏ
明
治

十
年
十
月
第
十
六
世
光
署
の
時
本
堂
庫
程
共
に
焼
大
。
明
治
十
二
年
木
堂
再
建
、
檀
徒
九
〇
戸
。

県重文本 造 阿 弥 陀 女口来 學 僣き

瀬戸町 福成寺蔵

この仏像は ,藤 原時代後期の作で像高 87セ ンチ

膝張 り74セ ンチ .寄木造 りである。特に衣文に

おいて腹部のあた りには ,翻波式の手法が見られ

る傑作である。

市
重
文

（
室

町
時

代

中
期

の
作

）

＋
小

■
和
一
■
―
　
一
　

一自
円
婦
跳

土
日

”７
ユ
撒
場

像
高

一
四
六

セ

ン
チ
　
瀬

戸
町
　

福
成

寺
蔵

麟
部
の
化
仏
も
完
備
し
′
よ
く
十
一日
の
相
を
残
し
て
」
る
．
白
〓
．
二
道
と
も
に
規
め
と
お

り
で
，
両
手
に
曇
れ
る
天
衣
は
後
補
と
思
わ
れ
る
が
ま
文
の，彫
法
は
写
実
的
で
′
よ
く
時
代
の
‘

作
風
を
偲
ぼ
し
て
い
る
．
台
座
は
自
型
遇
座
で
当
初
の
も
の
を
補
修
し
て
い
る
．

◎


